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平
成
18　
年
度
施
政
方
針

平
成
18
年
第
１
回
笠
間
市
議
会
定
例
会
の
開

会
に
当
た
り
、
市
政
に
対
す
る
基
本
的
な
方
針

と
主
要
な
施
策
の
概
要
を
申
し
述
べ
、
市
議
会

並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
さ
る
４
月
23
日
の
笠
間
市
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持

を
得
て
、
新
生
笠
間
市
の
初
代
市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
誕
生
し
た
ば
か
り
の
新
市
の
ス

タ
ー
ト
に
当
た
る
大
切
な
時
期
に
、
市
政
の
舵

取
り
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
米
沢
藩
９
代
目
藩
主
・
上
杉
鷹よ
う
ざ
ん山
の
言

葉「
為な

せ
ば
成な

る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
、

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」を
人
生
訓
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
弱
冠
17
歳
で
藩
主
と

な
っ
た
上
杉
鷹
山
が
財
政
難
の
米
沢
藩
を
立
て

直
す
際
に
、
藩
の
武
士
階
級
や
藩
民
に
対
し
、
立

て
直
し
の
心
構
え
に
つ
い
て
説
い
た
有
名
な
言

葉
で
あ
り
、
あ
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
も
座
右
の
銘

に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。「
為
せ
ば

成
る
」と
い
う
意
思
の
強
さ
と
、「
為
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
」と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
、
市
政
の
舵
取
り

役
を
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
３
市
町
が
合
併
し
、
新
生
笠
間
市
が

誕
生
し
て
、
早
い
も
の
で
２
か
月
半
が
経
過
し

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
行
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
自
治
体

が
一
つ
に
な
り
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
の
出

発
で
ご
ざ
い
ま
す
。
制
度
の
違
い
、
各
種
料
金

の
相
違
、
補
助
金
の
あ
り
方
、
行
政
と
市
民
の

か
か
わ
り
の
違
い
等
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
早
期

に
解
決
し
統
一
し
て
い
く
こ
と
が
、
新
市
と
し

て
新
し
い
制
度
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
り
、
公
平
な
行
政
運
営
に
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
見
直
し
の
過
程
に
お
い
て
は
行

政
と
し
て
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
が
ま
ん
や
負
担
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

私
は
、
公
約
と
し
て
４
つ
の
基
本
理
念
を
挙

げ
ま
し
た
。

第
１
に「
公
平
公
正
な
一
つ
の
ま
ち
づ
く

り
」。
公
平
公
正
と
い
う
の
は
、
た

と
え
ば
政
治
的
な
対
立
と
か
選
挙
の
対
立
と

い
っ
た
も
の
を
、
行
政
に
は
一
切
持
ち
込
ま
な

い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政

施
策
を
展
開
す
る
上
で
は
、
旧
３
市
町
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
旧
３
市
町
の
連
携
を
図
る
と
い

う
意
味
で
は
、
幹
線
道
路
の
整
備
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
新
市
の
一
体
感
を
醸
成
し
合
併
効
果

を
高
め
る
た
め
に
、
各
地
区
の
市
街
地
を
結
ぶ

幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
い
た
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
お
祭
り
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
、
文

化
の
交
流
、
人
と
の
交
流
な
ど
の
事
業
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
意
識
の
垣

根
を
取
り
払
い
、
一
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

第
２
と
し
て
、「
住
民
と
の
対
話
、
連
携

協
働
」で
あ
り
ま
す
。
私
の
政
治
信

条
は
、
市
民
の
意
見
を
よ
く
聴
く
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
声
な
き
声

を
聴
き
、
そ
れ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
ご
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、「
市
政
懇
談
会
」を
早
期
に
市
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内
各
小
学
校
地
区
単
位
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
に
よ
る
活
動
組
織
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
立
ち

上
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
も
支
援
し
、
た
と
え
ば
防
犯
活
動
や
介
護

な
ど
、
市
民
と
行
政
が
連
携
を
図
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
を
市
民
の
皆
様
と
協
働
で
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
と
し
て
、「
開
か
れ
た
市
政
、
情
報

公
開
」で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
長
交

際
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
速
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
４
月
分
か
ら
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
を
活

用
し
ま
し
て
、
市
の
基
本
的
な
施
策
等
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
目
的
、
内
容
等
を
広
く

公
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
市
民
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
等
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
の
方
針
が
ど
う
い
う
意
思
決

定
を
経
て
決
め
ら
れ
た
の
か
、
政
策
決
定
の
経

過
も
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
入
札
制
度
や
入
札
結
果
・
工
事
完
了

高
に
つ
い
て
も
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
入

札
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
効
率
的
な
行
政
を

行
う
た
め
、
指
名
競
争
入
札
は
極
力
限
定
的
な

も
の
と
し
、
広
く
一
般
競
争
入
札
を
取
り
入
れ

る
方
向
で
現
在
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

第
４
の「
行
財
政
改
革
の
断
行
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
合
併
し
て
も
財
政
的
に
決

し
て
よ
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

各
施
設
や
事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性
を
再
点
検
す

る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
、
過
大
投
資

等
の
回
避
な
ど
、
支
出
の
抑
制
や
経
費
節
減
を
徹

底
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
公
共
施
設
等
の
統
廃

合
な
ど
に
よ
り
、
維
持
管
理
経
費
を
抑
制
す
る
な

ど
、効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
約
し
て
お
り
ま
し
た
市
長
給
与
の

削
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、
20
パ
ー
セ
ン
ト
減
額

す
る
条
例
改
正
議
案
を
本
定
例
会
に
提
案
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
７
月
１
日
か
ら
、「
合
併
管
理
室
」を

「
行
政
改
革
推
進
室
」に
名
称
を
改
め
、
合
併
に

よ
る
進
行
管
理
に
合
わ
せ
て
、
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
た
め
組
織
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
旧
３
市
町
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
行
政
改
革
を
、
合
併
を
契
機
に
さ
ら
に
推
進

し
、
職
員
数
の
適
正
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
資
金
の
活
用（
Ｐ
Ｆ

Ｉ
）等
の
取
り
組
み
、
公
立
施
設
の
経
営
形
態
の

あ
り
方
の
検
討
を
進
め
、
得
ら
れ
た
効
果
を
専

門
職
の
配
置
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
生
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
方
自
治
法
が
平
成
15
年
に
改
正
さ

れ
、「
公
の
施
設
」の
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

ま
で
の「
管
理
委
託
」に
よ
り
行
っ
て
い
た
施
設

は「
指
定
管
理
者
制
度
」に
よ
り
行
う
こ
と
と
な

り
、
法
の
経
過
期
間
が
本
年
９
月
２
日
ま
で
と

迫
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
指
定
管
理
者
制
度
導

平成１８年度施政方針

入
の
指
針
を
設
け
、
各
施
設
に
運
営
方
法
に
つ

い
て
、
見
直
し
作
業
を
行
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
見
直
し
作
業
が
終
わ
り
、
審

議
会
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
後
、
速
や
か
に
議

会
の
議
決
を
い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

笠
間
市
長　

山
口　

伸
樹

｢

合
併
管
理
室｣

か
ら｢

行
政
改
革
推
進

室｣

に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

７
月
１
日
か
ら
、
合
併
管
理
室
が
行
っ
て
き

た
合
併
に
伴
う
事
業
の
調
整
や
進
行
管
理
な
ど

に
行
政
改
革
の
推
進
事
業
を
追
加
し
、
名
称
を

｢

行
政
改
革
推
進
室｣

に
変
更
し
ま
し
た
。
今
後
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
行
財
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
室（
内
線
５
７
１
）

助役が決まりました

石
いしかわ

川　和
かずひろ

宏（50歳）
小美玉市在住

経歴　�昭和54年茨城県庁に入庁し、長
年にわたり県発展のために尽力。
７月１日付けで、助役に就任。
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歳出

農林水産業費
12億365万2千円
（4.4％）

消防費
15億2,807万8千円
（5.7％）

公債費
23億295万5千円
（8.5％）

衛生費
27億1,466万7千円
（10.0％）

総務費
27億2,728万円
（10.1％）

その他
12億6,834万2千円
（4.6％）

教育費
33億140万9千円
（12.2％）

土木費
57億6,475万7千円
（21.3%）

民生費
62億8,286万円
（23.2%）

歳入

自
主
財
源

依
存
財

源
（42.4％）

（57.6％）

市債
30億1,460万円
（11.1％）

その他
6億8,634万8千円
（2.6％）

地方消費税交付金
5億9,982万4千円
（2.2％）

地方譲与税
10億4,538万円
（3.9％）
県支出金
11億3,960万7千円
（4.2％）

国庫支出金
32億6,339万7千円
（12.0％）

地方交付税
58億4,604万4千円
（21.6％）

その他
5億7,944万9千円
（2.2％）

使用料・手数料
3億1,043万1千円
（1.1％）

諸収入
6億6,578万1千円
（2.4％）

繰入金
16億2,283万1千円
（6.0％）

繰入金
16億2,283万1千円
（6.0％）

市税
83億2,030万8千円
（30.7％）

平
成
18
年
度
予
算

笠
間
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会

計･

特
別
会
計･

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
平
成
18

年
度
の
予
算
総
額
は
、
５
０
４
億
３
，
８
９
３
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財
政
改
革

の
推
進
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

徹
底
し
た
歳
出
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

一
般
会
計
は
、
市
税
を
は
じ
め
、
国･

県
か
ら

の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
福

祉･

教
育･

土
木･

衛
生
な
ど
の
基
本
的
な
施
策
を

行
う
会
計
で
す
。

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
２
７
０

億
９
，
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
83
億
２
，
０
３
０

万
８
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存
財
源
の

地
方
交
付
税
は
58
億
４
，
６
０
４
万
４
千
円
、
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
32
億
６
，
３
３
９
万
７
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ

い
て
も
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
歳
出

限
ら
れ
た
財
源
に
対
し
歳
出
で
は
経
費
節
減

に
努
め
、
各
種
施
策
の
効
果
的
な
予
算
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
対
策
、
障

害
者
の
入
所･

通
所
な
ど
の
支
援
費
、
児
童
手
当
、

乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
な
ど
の
医
療
扶
助
、

生
活
保
護
お
よ
び
災
害
関
係
の
経
費
と
し
て
62

億
８
，２
８
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路

の
改
良
工
事
や
公
共
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
、

友
部
駅･

岩
間
駅
周
辺
整
備
事
業
費
な
ど
57
億

６
，
４
７
５
万
７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
に
は
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
整
備･

管
理
費
や
生
涯
学
習･

公
民
館･

図
書
館
運
営
な

ど
の
社
会
教
育
費
、
体
育
振
興･

給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
な
ど
の
保
健
体
育
費
な
ど
と
し
て
33
億
１

４
０
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

自主財源と依存財源
自主財源とは、市が自主的に確
保できる財源で、市税や繰入金、
諸収入などが該当します。
依存財源とは、国や県に依存す
る財源のことで、地方交付税や国･
県支出金などです。
自主財源の割合が多いほど、自
立･安定した財政運営ができます。

◆本市の割合
自主財源･･･42.4％
依存財源･･･57.6％

一般会計　270億9,400万円
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土木費衛生費土木費
市債の元金･利子の
返済

28,136円

公債費土木費
消防団や防災施設整
備費など

18,669円

消防費土木費
国･県事業の負担金や
農業振興補助金など

農林水産業費

14,705円

土木費
議会費や商工費など

15,496円

その他

土木費

76,759円

民生費
高齢者･障害者福祉
対策や医療福祉費
など

土木費
市道の整備･補修や
公共下水道の繰出金
など

70,429円

土木費土木費
各小中学校や公民館･
図書館の運営費など

教育費

40,334円

土木費
税金の賦課、戸籍や
住民登録の経費、広
報紙の発行など

総務費

●特別会計
区　　分 予 算 額

国民健康保険 69億9,773万4千円

老人保健 57億4,967万9千円

介護保険 38億6,791万2千円

介護サービス 1,551万円

公共下水道事業 27億1,168万2千円

農業集落排水事業 9億8,786万9千円

特別会計合計 203億3,038万6千円

●企業会計
区　　分 予 算 額

病院事業

収益的支出 5億4,806万4千円

資本的支出 1,906万6千円

計 5億6,713万円

上
水
道
事
業

笠間水道

収益的支出 8億3,322万6千円

資本的支出 2億490万6千円

計 10億3,813万2千円

友部水道

収益的支出 6億9,035万9千円

資本的支出 2億1,075万2千円

計 9億111万1千円

岩間水道

収益的支出 3億8,663万円

資本的支出 8,861万7千円

計 4億7,524万7千円

工業用水道
収益的支出 3,293万円

計 3,293万円

企業会計合計 30億1,455万円

特別会計は、国民健康保険や介護保険、農業集落排
水事業などの特定事業を行う場合、それぞれの特定
収入で運営していく独立した会計のことです。

企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運
営していく会計のことです。本市では、水道事業と
病院事業の２つがあります。

市民一人当
たりに使わ
れるお金

※�平成18年５月
１日現在の人
口81,852人
で算出

予防接種や各種健診、
ごみ処理事業など

33,166円

一般会計	2 70億9,400万円

特別会計	2 03億3,038万6千円

企業会計	3 0億1,455万円

予算総額	 504億3,893万6千円

33,320円

平成１８年度施政方針

（合計331,014円）
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併
せ
て
国
道
50
号
笠
間
地
区
の
４
車
線
化
、
国

道
３
５
５
号
笠
間
バ
イ
パ
ス
と
石
岡
岩
間
バ
イ

パ
ス
の
早
期
開
通
や
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
、

国
・
県
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

＝
市
道
整
備
＝

市
の
道
路
網
整
備
と
し
て
は
、
友
部
市
街
地

と
笠
間
市
街
地
を
結
ぶ（
仮
称
）友
部
笠
間
線
、

友
部
市
街
地
と
岩
間
市
街
地
を
結
ぶ
市
道
１
級

12
号
線
、
都
市
の
骨
格
を
成
す
友
部
環
状
道
路
、

来
栖
本
戸
線
、
土
師
栄
町
線
な
ど
の
調
査
に
入

り
ま
す
。
生
活
道
路
整
備
や
交
差
点
改
良
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＝
駅
の
整
備
＝

Ｊ
Ｒ
友
部
駅
と
岩
間
駅
に
つ
い
て
は
、
自
由

通
路
や
駅
舎
、
駅
前
広
場
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
友
部
駅
の
橋
上
化
と
自
由
通
路
は
、

来
年
３
月
の
供
用
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
笠
間
駅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
、

車
い
す
の
人
や
高
齢
者
も
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
旧
市
町
間
の
連
絡
道
路
や
北
関
東

自
動
車
道
、
国
や
県
道
の
整
備
状
況
を
見
据
え
、

新
市
の
総
合
交
通
体
系
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

＝
都
市
計
画
＝

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
旧
３
市
町
の
計
画

を
一
本
化
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
の
変
更

な
ど
を
行
い
、
市
民
参
画
に
よ
る
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

＝
土
地
利
用
＝

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
畜
産
試
験
場
跡
地

な
ど
大
規
模
県
有
地
を
新
市
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
す
べ
く
、
県
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２　

保
健･

医
療
と
福
祉
の
充
実

３
つ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
健
康
診

断
や
母
子
保
健
事
業
、
各
種
健
康
教
室
を
実
施

し
、
健
康
の
増
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＝
口
腔
衛
生
＝

口
腔
衛
生
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
在
宅
で
寝

た
き
り
な
ど
の
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問
歯
科
保

主
要
な
施
策
の
概
要（
抜
粋
）

１　

都
市
基
盤
の
整
備

新
た
な
需
要
が
期
待
で
き
る
北
関
東
自
動
車

道
は
、
平
成
19
年
秋
の
供
用
を
目
指
し
て
笠
間

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
約
９
㌔
㍍
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
磐
自

動
車
道
友
部
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
恒
久
化
に
向
け
、
国･

県･

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
協
議
を
進
め
、 友部駅完成予想図

ともべ保育所の子どもたち
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自
警
団
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

防
犯
活
動
を
支
援
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＝
消
防･

防
災
＝

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
体
制
の
充
実
と
住

民
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
防
火
・
防
災
の
任

に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
火
災
予
防
条

例
の
改
正
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅
用

火
災
報
知
器
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
ほ
か
、

救
急
時
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
活
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
防
火
水
槽
・

消
火
栓
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
設
置
し
て
い
き

ま
す
。
防
災
と
国
民
保
護
施
策
の
基
本
と
し
て
、

「
災
害
対
策
基
本
法
」に
基
づ
く「
笠
間
市
地
域
防

災
計
画
」並
び
に
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
く「
笠
間
市
国
民
保
護
計
画
」の
策
定
を
進

め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

＝
涸
沼
川
＝

涸
沼
川
に
つ
い
て
は
、
笠
間
大
橋
か
ら
Ｊ
Ｒ

水
戸
線
ま
で
の
整
備
を
県
が
進
め
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
は
、
笠
間
大
橋
の
架
換
工
事
を
平
成

20
年
度
の
完
成
に
向
け
て
着
手
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
か
ら
水
戸
線
ま
で
の
未
改
修
区
間
に
つ

い
て
も
、
沿
線
市
町
村
と
協
力
し
、
国
・
県
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

＝
笠
間
芸
術
の
森
公
園
＝

笠
間
芸
術
の
森
公
園
に
つ
い
て
は
、
適
正
な

管
理
・
運
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
夏
に
は
、

童
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、
小
学
校
３
年
生
ま

で
支
給
し
て
い
る
児
童
手
当
を
小
学
校
修
了
前

ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

＝
高
齢
者
福
祉
＝

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生
き
が
い
対
策

や
健
康
づ
く
り
、
寝
た
き
り
予
防
、
一
人
暮
ら

し
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
で
助
け
合
う
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＝
介
護
保
険
＝

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
在
宅
を
中
心
と
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
介
護
予
防
を

軸
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

３　

生
活
環
境
の
整
備

健
事
業
を
充
実
さ
せ
、
特
定
高
齢
者
に
対
す
る

介
護
予
防
事
業
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
地
域
福
祉
＝

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
ま
た
、
障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
バ
ス

の
運
行
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
も
早
急
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

＝
障
害
福
祉
＝

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、「
障
害
福

祉
計
画
」を
策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

＝
児
童
福
祉
＝

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
入
所
児
童

が
元
気
に
成
長
し
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保

育
所
運
営
の
た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＝
少
子
化
対
策
＝

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
け
る

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」を
策
定
し
、
そ

の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＝
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
＝

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
友
部
小

学
校
で
の
需
要
が
高
い
た
め
、
施
設
建
設
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児

平成１８年度施政方針

笠間芸術の森公園｢あそびの杜｣ ( ７月17日オープン)
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間
南
部
地
区
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
度
の
供
用

に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

整
備
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置

を
奨
励
し
、
併
せ
て
水
質
の
保
全
と
生
活
環
境

の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
＝

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
に
つ
い
て
は
、
家

庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
等
の
補
助
制
度
の
活

用
を
図
り
、
転
入
者
へ
コ
ン
テ
ナ
を
配
布
す
る

と
と
も
に
、
減
量
化
や
資
源
化
対
策
の
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。「
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
」に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
地
元

と
の
環
境
保
全
協
定
の
締
結
に
向
け
、
引
き
続

き
地
域
の
皆
様
と
の
合
意
形
成
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
安
全
を
第
一
に
考
え
た
運
営
管
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
今
年
度
、
旧
笠
間

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

＝
消
費
生
活
＝

消
費
生
活
に
つ
い
て
は
、
笠
間
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
被
害
の
未
然
防
止
と
知

識
の
普
及
・
啓
発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＝
市
営
住
宅
＝

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
３
４
３
戸
の

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
福

原
地
内
に
平
成
19
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
で
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
・
１
棟（
12
戸
）を

建
設
し
ま
す
。
県
営
住
宅
は
、
４
地
区
で
２
５

３
戸
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

教
育
文
化
の
充
実

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
推
進
計
画

を
策
定
し
、
耐
震
診
断
に
基
づ
く
改
修
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
友
部
中
学
校
の

耐
震
補
強
や
稲
田
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
解
体

撤
去
工
事
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
一
体
的
な
事
業
計
画
を
策
定

し
、
施
設
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
学
校
教
育
＝

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
指
導
主
事
の
増
員

を
図
る
ほ
か
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
講
師（
Ｔ

Ｔ
講
師
）、
英
語
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
増
員
し
、
学

習
指
導
を
援
助
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
不
登

校
の
指
導
と
し
て｢

適
応
指
導
教
室｣

と｢

心
の
相

談
室｣

を
設
け
、
不
登
校
の
解
消
に
努
め
て
い
き

県
内
で
も
例
の
な
い
大
規
模
な
遊
具
施
設｢

あ
そ

び
の
杜｣

が
開
園
し
ま
す
。

＝
上
水
道
事
業
＝

上
水
道
事
業
は
、
旧
３
市
町
の
利
用
料
金
に

差
異
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
統
合
を
前
提
に
、

当
面
旧
事
業
を
継
承
し
、
３
事
業
で
経
営
し
て

い
き
ま
す
。
笠
間
水
道
事
業
は
、
第
二
次
拡
張

事
業
第
２
期
工
事
の
施
設
整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
、

将
来
の
水
需
要
に
伴
う
施
設
整
備
を
残
す
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
友
部
水
道
事
業
は
、
第
三

次
拡
張
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

低
区
配
水
池
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
岩
間
水
道

事
業
は
、
第
二
次
拡
張
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
か
ら
は
県
中
央
広
域
水
道
か
ら

受
水
し
、
岩
間
工
業
団
地
を
中
心
に
供
給
を
開

始
し
ま
す
。

＝
笠
間
工
業
用
水
道
事
業
＝

笠
間
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
岩
間

工
業
団
地
内
企
業
３
社
に
供
給
し
て
お
り
、
今

後
と
も
安
定
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
公
共
下
水
道
事
業
＝

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
体
計
画

２
，
８
１
３
㌶
の
４
割
に
当
た
る
１
，
１
３
７
㌶

が
、
平
成
17
年
度
末
ま
で
に
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
認
可
区
域
の
拡
大
を
図
り
、

新
た
に
２
８
１
㌶
を
追
加
し
、
本
年
度
か
ら
５

年
間
で
順
次
整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。

＝
農
業
集
落
排
水
事
業
＝

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
枝
折
川
地
区
と
岩
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農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
心
的
な
担
い

手
と
な
る
認
定
農
業
者
の
育
成
、
集
落
営
農
組

織
や
生
産
組
織
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
産
地
消
を
基
本
に
、「
安
全
・
安
心

な
農
産
物
」を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
顔
の
見
え

る
農
業
を
進
め
ま
す
。

＝
水
田
農
業
＝

水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米

づ
く
り
」を
推
進
し
、
小
菊
の
銘
柄
産
地
、
栗
・

梨
等
の
銘
柄
推
進
産
地
な
ど
を
基
に
、
園
芸
の

振
興
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
核
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＝
林
業
＝

林
業
に
つ
い
て
は
、
笠
間
市
森
林
整
備
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
森
林
組
合
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

＝
ほ
場
整
備
事
業
＝

ほ
場
整
備
事
業
は
、
本
戸
地
区
・
箱
田
中
央
地

区
・
小
原
地
区
・
南
指
原
地
区
の
４
地
区
を
継
続

事
業
と
し
、
本
年
度
か
ら
滝
川
地
区
23
㌶
の
測

量
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
大
渕
と
大
古
山
地

区
は
早
期
着
工
に
向
け
た
調
査
等
を
実
施
し
、

用
排
水
施
設
等
の
整
備
を
小
原
地
区
・
八
反
山
地

区
・
大
木
田
地
区
・
押
辺
新
池
で
実
施
し
、
利
用

権
の
設
定
や
作
業
の
受
委
託
、
経
営
規
模
の
拡

大
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
の
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

＝
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

＝

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」の
設
立
に

向
け
、
母
体
と
な
る
組
織
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
を
は
じ
め
、
市
民
主

導
型
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

５　

産
業
の
振
興

ま
す
。
小
学
生
の
社
会
科
副
読
本
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
科
副
読
本
か
さ
ま
編
集
委
員
会
」を
立
ち

上
げ
、
平
成
19
年
度
か
ら
全
校
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

＝
生
涯
学
習
＝

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
急
激
な
社
会
変
化

に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術
等
の
学
習
情

報
や
機
会
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
体
験
活
動
や
家
庭
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
家
庭
教
育
学
級
を
私
立
幼
稚
園
や
保

育
所
で
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
図
書
館
に
つ
い

て
は
、
図
書
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
計

画
的
に
導
入
し
、
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
計
画
の
下
、
い
つ
で

も
、
だ
れ
で
も
学
習
で
き
る
場
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

＝
青
少
年
健
全
育
成
＝

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
育

成
市
民
会
議
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
と
し
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
文
化
振
興
＝

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
や
伝
統
文

化
な
ど
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
に
本
県

で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
国
民
文

化
祭
推
進
室
を
新
設
し
、
開
催
準
備
・
運
営
に
万

全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
芸
術
文
化

振
興
策
と
し
て
、
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
や
ア
マ

チ
ュ
ア
陶
芸
展
、
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際

来年で100回目を迎える菊まつり
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＝
工
業
の
振
興
＝

工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
茨
城
中
央
工
業

団
地
と
旧
い
ば
ら
き
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
多
様
な
業
種
・
業
態
の
企
業
の
立
地
が
可

能
と
な
る
た
め
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
雇

用
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
石
材
の
振
興
＝

石
材
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
筑
波
西
部
地
域

活
性
化
推
進
協
議
会
で
策
定
し
た
活
性
化
計
画

を
基
に
、
稲
田
み
か
げ
石
の
Ｐ
Ｒ
と
ブ
ラ
ン
ド

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
笠
間
焼
＝

笠
間
焼
に
つ
い
て
は
、
笠
間
焼
第
三
次
振
興

計
画
に
お
け
る
伝
統
的
工
芸
品
の
需
要
開
拓
や

販
路
拡
大
、
産
地
交
流
と
活
性
化
を
図
る
共
同

イ
ベ
ン
ト
事
業
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
行

政
に
お
け
る
地
場
産
業
の
活
用
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＝
観
光
の
振
興
＝

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
、
文
化
、

芸
術
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
地
場
産
業
を
活
用

し
た
土
産
品
や
地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
独
自

の
食
文
化
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
通
年
型
観
光

地
を
目
指
し
た
戦
略
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
来
年
で
１
０
０
回
目
と
な
る「
菊
ま
つ
り
」

を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
形
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

６　

住
民
参
画
の
推
進

市
民
の
一
体
感
を
早
期
に
醸
成
す
る
た
め
、

市
民
参
画
に
よ
る
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
団
体
と
連
携
・
協
力
し
た
行
政
施
策
を
展
開

し
、
市
民
と
行
政
に
よ
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
市
国
際

交
流
協
会
等
と
連
携
し
た
国
際
交
流
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

＝
男
女
共
同
参
画
＝

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
笠
間
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
の
普
及
啓
発
と
と
も
に
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
機
関
の
協
働
に
努
め
、
情

報
収
集
と
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＝
広
報
・
広
聴
＝

広
報
に
つ
い
て
は
、「
広
報
か
さ
ま
」や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
施
策
や
身
近
な
情
報
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
策
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
広
聴
活
動
を
推
進

＝
農
林
道
の
整
備
＝

農
林
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
鍋
内
地
区
、

北
組
地
区
、
友
部
地
区
の
集
落
道
路
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
本
戸
前
山
線
の
林
道
開
設
事

業
を
継
続
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＝
霞
ヶ
浦
用
水
事
業
＝

霞
ヶ
浦
用
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
で

国
営
事
業
の
送
水
管
埋
設
工
事
が
完
了
し
、
今

後
は
県
営
事
業
の
送
水
管
工
事
約
９
㌔
㍍
の
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＝
石
岡
台
地
用
水
事
業
＝

石
岡
台
地
用
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
管
理
運

営
事
業
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

＝
土
地
改
良
区
＝

土
地
改
良
区
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
に
笠

間
市
土
地
改
良
事
業
運
営
協
議
会
が
設
立
し
、

事
業
の
円
滑
な
推
進
と
施
設
管
理
の
適
正
化
、

農
家
経
営
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝
商
業
の
振
興
＝

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、｢

Ｔ
Ｍ
Ｏ
か
さ
ま｣

と
連
携
し
、
ま
ち
の
活
性
化
や
地
域
拠
点
連
携

強
化
事
業
、
食
と
文
化
事
業
、
笠
間
フ
ァ
ン
倶

楽
部
な
ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
中

小
企
業
へ
の
事
業
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
等
を

行
い
、
商
工
会
と
連
携
し
て
商
業
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市の情報紙「広報かさま」

10広報かさま７月号



平成１８年度施政方針

請
・
届
出
等
の
電
子
化
な
ど
を
進
め
、
電
子
自
治

体
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＝「
住
み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い
ま
ち

笠
間
市
」を
目
指
し
て
＝

社
会
経
済
構
造
の
変
化
や
人
口
の
減
少
、
地

域
間
競
争
の
激
化
な
ど
、
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
、
従
来
の
考
え
方
や
や
り
方
で
は
、
も
は

や
通
用
し
な
い
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ

て
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

笠
間
市
に
お
い
て
も
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
舵
取
り
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
笠
間
・
友

部
・
岩
間
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
が
必

要
で
す
。
市
民
並
び
に
議
員
の
皆
様
と
と
も
に
、

「
住
み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い
ま
ち　

笠
間

市
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
合
併
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
多
様
な
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら

お
お
む
ね
５
年
間
で「
笠
間
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
ま
た
、
国
の「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
改
革
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」に
沿
っ

た「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」も
本
年
度
に
策
定
・
公
表

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
を
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
経
営
感
覚
に
立
脚

し
た
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

収
入
未
済
額
の
縮
減
と
徴
収
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
税
務
課
と
分
離
し
て
納
税
課
を
設
け
、
滞

納
整
理
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

支
所
は
、
市
民
の
身
近
な
組
織
と
し
て
重
要

な
機
能
を
持
つ
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
不
便
の

な
い
よ
う
、
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＝
総
合
計
画
＝

市
政
の
総
合
的
指
針
で
あ
る
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
合
併
協
議
に
お
け
る「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」を
基
本
に
、
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
新
茨
城
県
総
合
計
画「
元
気
い
ば
ら

き
戦
略
プ
ラ
ン
」を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
策
定
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

＝
情
報
化
の
推
進
＝

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
だ
れ
も

が
利
用
し
や
す
い
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
各
種
申

し
て
い
き
ま
す
。

＝
情
報
公
開
＝

情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
知
る
権
利

を
保
障
し
、
市
政
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

で
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
通
し
て
個
人
情
報
の

保
護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

７　

行
財
政
の
効
率
化

市役所本所
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電 話 番 号 一 覧
市笠間市役所… ……………77-1101
笠図笠間図書館………………72-5046
友図友部図書館………………78-1200
岩図岩間図書館………………45-2082
笠保笠間保健センター………72-7711
友保友部保健センター………77-9145
岩保岩間保健センター………45-7888
てら保 てらざき保育所………72-0254

くる保くるす保育所…………72-0563
いな保 いなだ保育所…………74-2304
とも保 ともべ保育所…………77-6105
病笠間市立病院… …………77-0034
はいこいの家はなさか………77-5110
笠公笠間公民館………………72-2100
友公友部公民館………………77-7533
岩公岩間公民館………………45-2080

岩海岩間海洋センター………45-7085

８月の休日救急医（9：00 〜 17：00）

日付 曜日 病院名 電話番号

６ 日
あさひクリニック 0296-78-5011

下田整形外科 0296-73-0858

13 日
てらだ内科消化器科 0296-70-5500

石本病院 0296-72-4051

日付 曜日 病院名 電話番号

20 日
高瀬医院 0299-45-2140

佐藤医院 0296-72-0032

27 日
わたなべ整形外科 0296-70-5577

笠間眼科 0296-72-9917

◦�笠間･友部地区から岩間地区の施
設への問合せは、市外局番（0299）
をつけてください。
◦�岩間地区から笠間･友部地区の施
設への問合せは、市外局番（0296）
をつけてください。

体育行事はスポーツ振興課に問合せください。☎ 0296-72-9330

8
日付 行　　事 健診・予防接種など

18 金
０～３歳のおはなし会 笠図 11:00～11:20
ふれあい広場 いな保  10:00～11:30

３歳児健診 友保 受付13:00～13:20
大腸がん検診 岩保 回収時間8:30～11:30

19 土
おはなし会 友図 14:00～14:30
ビデオ上映会 笠図 14:00～

20 日 ４～６歳のおはなし会 笠図 14:00～14:30

21 月
いこいの家｢はなさか｣休館日
マタニティビクス 友保  受付13:15～13:30
ふれあい広場 いな保  10:00～11:30

住民健診 大原小学校
受付9:00～11:00　13:30～15:30

２歳児歯科健診 笠保 受付13:00～13:10

22 火
住民健診 北川根小学校

受付9:00～11:00　13:30～15:30

23 水
行政相談 友公 13:30～16:00
工作教室 笠図 10:30～12:00　14：30〜16：00
子育て広場 くる保  9:00～12:00

住民健診 友部第二中学校
受付9:00～11:00　13:30～15:30

BCG予防接種 笠保 受付13:00～13:30
機能アップ教室 笠保 13:00～15:30

24 木
住民健診 友部第二中学校

受付9:00～11:00　13:30～15:30

25 金 ふれあい広場 いな保  10:00～11:30

26 土

27 日

３on３バスケットボール大会 岩海
名作映画会 友図 14:00～
みんなおいでよ 友図 10:30～
４～６歳のおはなし会 笠図 14:00～14:30

28 月
いこいの家｢はなさか｣休館日
ふれあい広場 いな保  10:00～11:30 １歳６か月児健診 笠保 受付13:00～13:10

29 火

30 水
夏休みビデオ上映会 笠図

10:30～11:30　14：30〜15：30
子育て広場 くる保  9:00～12:00

BCG予防接種 友保 受付13:00～13:20
機能アップ教室 笠保 10:00～15:30
３〜４か月児相談 岩保 受付9:45～10:00

31 木

12広報かさま７月号



情報カレンダー
月

日付 行　　事 健診・予防接種など

１ 火
BCG予防接種 友保 受付13:00～13:20
BCG予防接種 岩保 受付13:10～13:20
３歳児健診 笠保 受付13:10～13:20

２ 水
工作教室 笠図 10:30～12:00　14：30〜16：00
子育て広場 くる保  9:00～12:00

１歳児相談 友保 受付9:00～10:00
１歳６か月児健診 友保 受付13:00～13:20
機能アップ教室 笠保 13:00～15:30

３ 木
住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00
３～４か月児相談 友保 受付9:00～10:00
ひだまり（精神ディサービス） 笠保 10:00～15:00

４ 金
ふれあい広場 いな保  10:00～11:30
古典文学講座（「日本書記」を読む） 友図 14:00～15:30
０～３歳のおはなし会 笠図 11:00～11:20

住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00
２歳児歯科健診 友保 受付13:00～13:20

５ 土 夏休みビデオ上映会 笠図 14:00～15:00 住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00

６ 日
おはなし会 友図 14:00～14:30
４～６歳のおはなし会 笠図 14:00～14:30

７ 月
いこいの家｢はなさか｣休館日
ふれあい広場 いな保  10:00～11:30 住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00

８ 火 住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00

９ 水
行政相談 岩保 13:00～16:00
子育て広場 くる保  9:00～12:00

住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00
機能アップ教室 笠保 13:00～15:30

10 木
住民健診 岩保 受付9:30～11:00　13：00〜14：00
３～４か月児相談 笠保 受付9:50～10:00

11 金 ふれあい広場 いな保  10:00～11:30 １歳児相談 笠保 受付9:50～10:00
大腸がん検診 岩保 回収時間8:30～11:30

12 土

13 日
育児サークルぽっかぽか 友保 9:00～11:30
４～６歳のおはなし会 笠図 14:00～14:30
天狗の郷バザールdeいわま 岩間駅南広場

14 月
いこいの家｢はなさか｣休館日
ふれあい広場 いな保  10:00～11:30

15 火

16 水

17 木
両親学級（１コース） 友保 受付9:30～9:45
子育てサロン 9:00～11:30 みなみ公民館（下市毛）

（更生保護女性会 甲斐邦子 ☎0296-72-1477）
ひだまり（精神ディサービス） 笠保 10:00～15:00

AUGUST
8
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豊かな
自然環境を未来に引き継ぐために

まちの

話題

第　

回
茨
城
県

少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

当
市
の
選
手
が
堂
々
の
優
勝〔
５
／　

〕

32

14

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク（
全
国
大
会
県
予
選
）

（
敬
称
略
）

　

優
勝　

小
学
５
年
生
男
子
の
部｢

形｣｢

組
手｣

渡
辺　

力
哉（
笠
間
小
）

　

優
勝　

中
学
２
年
生
女
子
の
部｢

形｣

白
石　

詩
織（
笠
間
中
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優
勝　

小
学
２
年
生
男
子
の
部｢

形｣

磯　

佑
太
朗（
稲
田
小
）

　

優
勝　

中
学
１
年
生
女
子
の
部｢

形｣｢

組
手｣

郡
司　

梨
穂（
笠
間
中
）

〇
本
大
会
で
優
勝
し
た
渡
辺
力
哉
選
手
、
そ
し

て
畑
岡
尚
孝
選
手（
笠
間
中･

２
年
）が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
８
月
に
開
か
れ
る
世
界
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
２
選
手
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

磯　佑太朗さん 渡辺　力哉さん

白石　詩織さん郡司　梨穂さん

高校生たちの熱き戦い !
アームレスリング 〔５／ 25〕

今
年
、
友
部
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
が
県
教
育
委
員
会
が
認
定
す
る

｢

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
事
業｣

に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
各
学
校
の
個
性
化･

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
進
め
て
い
る

も
の
。
５
月
25
日
㈭
、生
徒
が
３
人
一
組
と
な
っ

て
優
勝
を
争
う
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
、

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
、
県

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
連
盟
の
指
導
の
も
と
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
体
育
の
授
業
に
取
り
入
れ
、

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
は

毎
年
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

多
く
の
生
徒
が
見
守
る
中
、
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
チ
ー
ム
が
豪
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

白
熱
す
る
決
勝
戦

５月24日（水）、第29回｢笠間市民親善チャリティー
ゴルフ大会｣（主催：笠間市体育協会）が、富士カント
リー笠間倶楽部で開催されました。当日は、221人
が参加。和やかな雰囲気の中で、プレーを楽しみま
した。また、同倶楽部の朝倉取締役支配人から｢青少
年のスポーツ振興や社会福祉に役立ててください｣
と、寄付金33万1,500円が菅又会長（笠間市体育協会）
に手渡されました。

菅
又
会
長（
左
）に
寄
付
金
を

手
渡
す
朝
倉
支
配
人（
右
）

ゴルフ大会収益金の一部を
体育協会に寄付〔５／24〕

大会結果（敬称略）
優　勝　杉田　周平
準優勝　長谷川正徳
第３位　川俣　　満
第４位　青木　　努

第５位　生沢　　博
第６位　山田　要一
第７位　入江栄治郎

ベストグロス賞
男性の部　深作　祥司
女性の部　山口　文子

14広報かさま７月号



豊かな
自然環境を未来に引き継ぐために

地域に密着した医療を展開

市立病院

【診療科目】
内科･外科･皮膚科･小児科
※皮膚科は、第１･３･５火曜日・毎週木曜日（いずれも午前のみ）

１　�市の病院として、地域に密着した医療を実践します。特に高
齢者の方々が安心してかかれる病院を目指します。

２　�在宅医療を重視し、訪問診療を積極的に行い、自分の家で生
活を続けたい気持ちを大事にします。

３　�かかりつけ患者の夜間･休日の急変には、まず当院で対応し、
より高度な医療が必要であれば適切な病院を紹介します。

４　�患者の病態に応じて、必要かつ十分な投薬･検査を行うため、
納得していただける説明を行います。

５　�医療事故を無くすため、各職員が些
さ さ い

細な変化も見逃さないよ
うに気を付け、きめ細かなサービスを行います。

【外来受付時間】
午前８時30分～11時　午後１時～４時
※土･日曜日、祝日は休診です。

私たちの生活は便利で豊かになってきましたが、その反面、資源やエネルギー
の大量消費、大量生産、大量廃棄が環境にさまざまな悪影響を与え、自然生態系
や人体への影響までもが懸念されています。私たちが、健康で安全、文化的な生
活を営むとともに、次代にこの恵みを引き継ぐために、人と自然が共生できるま
ち、やすらぎやゆとりが感じられるまちをつくり上げなければなりません。市で
は、良好な環境づくりへの取り組みのため、笠間市環境基本条例を制定しました。

笠間市環境基本条例を制定
基本理念
１　�現在および将来の市民が健全で豊かな恵みを受ける健康で文化的な生活
２　�人と自然が共生できる恵み豊かな環境の確保および自然
環境を活用保全した環境負荷の少ない循環型社会

３　�市民、事業者、市および滞在者の公平な役割分担と責務
４　�豊かな自然、歴史、文化などの保全と新たな地域環境の
創造と未来への継承

５　�市民、市および事業者の地球環境保全の推進

これから、笠間市環境基本計画を作り、市民、事業者、市が
ともに目指す｢環境目標｣を皆さんと作っていきます。
問合せ　環境保全課（内線125）

環境基本計画の
策定スケジュール
H.18年度
市内の基礎調査

H.19年度
笠間市環境基本計画策定

◎笠間市役所

市立病院市立病院市立病院

友部
駅

案内図病院の理念

笠間市中央1-2-24　☎0296-77-0034

問合せ　笠間市立病院

15 広報かさま７月号



夏にピーク“食中毒”
対策は大丈夫ですか?

夏にピーク“食中毒”
対策は大丈夫ですか?

笠間で
一
番
熱
い
夏

2006

「
幻
想
的
な
灯と

う
ろ
う篭

流
し
」「
夜

空
を
も
照
ら
す
眩ま

ば
ゆ

い
ば
か
り

の
ね
ぶ
た
の
光
」「
大
地
も
揺

れ
る
跳
人
た
ち
の
ス
テ
ッ

プ
」「
神
輿
の
熱
気
」。
笠
間
で

一
番
熱
い
夏
が
今
年
も
や
っ

て
き
ま
す
。
笠
間
の
ま
つ
り

は
、
ま
つ
り
を
つ
く
る
人
と

見
る
人
の
境
界
線
が
無
く
、

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

市
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
ま

つ
り
で
す
。
み
ん
な
で
ま
つ

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？…

ま
つ
り
の
実
行
委
員
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

《
灯
篭
流
し
》

日
時　

８
月
16
日（
水
）

午
後
６
時
30
分
～

場
所　

亀
ヶ
橋
北
公
園

（
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
脇
）

《
ね
ぶ
た
＆
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
＆

神
輿
パ
レ
ー
ド
》

日
時　

８
月
19
日（
土
） 

午
後
６
時
～

場
所　

笠
間
稲
荷
神
社
周
辺

問合せ
市役所笠間支所産業振興課

（内線72133）
笠間のまつり実行委員会総務広報部会
☎0296-72-1113

第
16
回　

笠
間
の
ま
つ
り

第
16
回　

笠
間
の
ま
つ
り

空知川でのラフティング体験。初めて
の人がほとんどでしたが、みんな元気
いっぱいにボートに乗り、川下りを楽
しんでいました。

船内の見学。船の中枢部である操舵室
は、見たことのない機械がたくさんあ
り、みんな興味津々でした。普段は味
わえない貴重な経験になりました。

洞爺湖の見学。湖の向こうには有珠山
や昭和新山の姿も見えました。みんな、
この展望台からの景色に北海道の雄大
さを実感していました。

第15回

立志の船
−Boys,be ambitious!−

５月27日（土）～６月１日（木）の６日間、友部中･友部第二中の２年
生合わせて371人が北海道で｢立志の船自然教室｣を行ってきました。
この教室は、「立志」をテーマに共同生活の中でさまざまな体験をしたり
人や大自然と触れ合ったりすることを目的に実施しているものです。

︱
君
が
ま
つ
り
を
熱
く
す
る
︱
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ホット健康　　　ライン 保健センター

とうもろこしプリン（４人分）
材料
とうもろこしペースト……………………………150cc
卵………………２個	 砂糖… ………… 20g
牛乳……………200cc	 型ぬり用バター……少々
（カラメルソース）
とうもろこし粒……… 20g	 砂糖………………30g
水………………大さじ２	 湯…………………大さじ２

作り方
１．�とうもろこしを茹で実をほぐし、粒用とペースト用に分ける。
２．�ペースト用の実と牛乳を入れ、ミキサーにかけ、裏ごしする。
３．�牛乳と砂糖を合わせ、温めて砂糖を溶かしておく。
４．�ボールに卵をとき、③を少しずつ入れよく混ぜてこす。
５．�④に②を入れ混ぜ、バターをぬった型に八分目まで入れる。
６．�アルミ箔でふたをして、オーブン皿に並べ沸騰した湯を１cm
程度はり、約160度で13～15分加熱し、10分蒸らす。同
時に粒コーンをシートに並べ焼きとうもろこしを作る。

７．�カラメル用の砂糖と水を鍋に入れ、火にかけて焦がし、あ
め色になったら火からおろし湯を加えて手早く混ぜ、焼き
とうもろこしも混ぜる。

８．�冷やしたプリンを器に盛り付け、⑦をかけてできあがり。

トマトジャム
材料
完熟トマト…700ｇ、グラニュー糖…250ｇ、レモン汁…１個分
作り方
１．�トマトを熱湯に30秒間つけ、皮をむき、横半分に切る（種
は取り除く）。汁はこして使う。

２．�果肉はザク切りにし、汁、グラニュー糖、レモン汁を加え、
中火で20～30分煮詰める。

夏の恵み

とうもろこしプリン･トマトジャム食生
活改善推進員が紹介する

食中毒の原因の90％以上は細菌やウイルスによるものと言われています。
食中毒菌には、	病原大腸菌〔牛･豚･鶏などの食肉、水など多種の原因食品〕
	 サルモネラ菌〔牛･豚･鶏などの食肉、たまごなどが主な原因食品〕
	 腸炎ビブリオ菌〔魚や貝などの海産物が原因食品〕　　　　　　　などがあります。

細菌による食中毒は、３段階で起こります。

発生を予防するには
①菌をつけない
◆手をきちんと洗う。◆食品原材料も水で洗えるものは丁

ていねい

寧に洗う。◆食器や器具類は洗浄して、
清潔なものを使う。◆生肉や魚を保存するときは、ほかの食品と触れないようにしっかりと包む。
◆まな板・包丁は、生肉や魚用とそのまま食べる野菜や食品と区別して使う。◆ハエ、ゴキブリを
駆除する。

②菌を増やさない
◆調理後は、早めに食べる。◆食品を保存するときは、冷蔵庫･冷凍庫を活用する。
※冷蔵庫･冷凍庫も過信は禁物、菌は冷やしても凍らせても死にません。

③菌をやっつける　
◆�加熱する食品は、中心まで十分加熱する。◆食器や調理器具は、熱湯、漂白剤などで消毒する。

夏にピーク“食中毒”
対策は大丈夫ですか?

夏にピーク“食中毒”
対策は大丈夫ですか?

夏にピーク“食中毒”
対策は大丈夫ですか?

菌の付着 食品中で菌が増殖 菌が含まれた食品を食べる
菌 

菌 
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こうみんかん

笠間公民館開催

◦ゆかた仕立て教室
◦スローライフ講座
◦�シャドーボックス（午前）
◦�ハンドメイド工房・
焼物

◦ピアノ教室
◦ラッピング講座
　Part.1
◦�自然探検隊第１回

活動中です

笠間公民館　	☎0296-72-2100

友部公民館　	☎0296-77-7533

岩間公民館　	☎0299-45-2080

今年度の定期講座も、各公民館さまざまな講座を用意し、多くの皆さんに応募いただき、
スタートしました。また、ほかにも自主活動としてたくさんのサークルが活動しています。
各公民館にサークルの一覧表がありますので、皆さんも新しいことにチャレンジしてみ
ませんか。

公民館定期講座がスタートしました！

岩間公民館開催

◦子育て広場 たけのこ
◦合気道で健康を
◦詩吟（神風流）
◦古典文学講座
◦はじめての和菓子
◦歴史ウォーキング
◦孫育て講座
◦縁倶楽部
◦�漢字研究と正しい敬
語の使い方
◦パソコン活用
◦ヨーガ

◦簡単な園芸講座
◦自然観察と作品作り
◦将棋
◦こだわり遊び塾
◦やさしい中国語会話

友部公民館開催

◦歴史探訪教室
◦わんぱく教室
◦母（父）と子の教室
◦粘土教室

◦文学碑散策教室
◦似顔絵教室
◦親子教室
◦料理教室

平成18年度開催定期講座

※�なお、下記の講座は若干の空きがありますので、受講希望者は開催場所の公民館に電話で確認
ください。
○シャドーボックス（数人）　○子育て広場たけのこ（数組）　○詩吟（11人）　○古典文学講座（数人）
○孫育て講座（数人）　○漢字研究と正しい敬語の使い方（数人）　○将棋（制限なし）
○わんぱく教室（17人）　○親子教室（10組）　○粘土教室（14人）　○似顔絵教室（５人）

 ◆「サイエンスカフェ」聴講生募集

｢健康･医療に役立つサイエンス＆テクノロジー｣（仮題）
つくばの大学や研究機関では、健康問題に役立つさまざまな研究開発を進めています。最先
端の研究開発を、第一線の研究者が皆さんにわかりやすくご紹介します。

日　時　　９月14日（木）　午前10時30分～11時30分
場　所　　岩間公民館　　　募集人数　40人　　　対象者　笠間市民および在勤の人
申込み　　岩間公民館
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書籍・CD・
DVDと し よ か ん

◆夏休みビデオ上映会
８月５日（土）　午後２時～
「落語アニメ おばけ長屋」ほか
８月30日（水）
①午前10時30分～11時30分
②午後２時30分～３時30分
「プーさんと大あらし」ほか

◆おはなし会　０～３歳向け
（毎月第１･３金曜日　午前11時～11時20分）
８月４日（金）「せっけんぷくぷく｣ほか
８月18日（金）�｢ほっぷ すてっぷ かぶとむし｣

ほか

◆おはなし会　４～６歳向け
（毎月第１～４日曜日　午後２時～２時30分）
７月23日（日）　�図書館職員｢ガンピーさんの

ふなあそび｣ほか
８月６日（日）　�ボランティア《箱田エプロン･

ママーズ》
８月13日（日）　�図書館職員｢スイミー｣ほか
８月20日（日）　ボランティア《かたりべの会》

◆�ビデオ映画上映会
（毎月第３土曜日　午後２時～）
８月19日（土）　「ラストサムライ」
　　　　　　　（2003年 洋画：154分）

笠間図書館から
「ハッピーバースデー」
８月27日（日）　午後２時～
親の虐待から声を失った少女が、祖父母の
深い愛情に癒され声を取り戻します。やがて
重度の障害をもつ少女との出会いで生きる
ことのすばらしさを学んでいきますが……。

◆おはなし会
（毎月第１日曜日･第３土曜日　午後２時～）
８月６日（日）「かわいそうなぞう」
　　　　　　「天からおちたげんごろう」
８月19日（土）�「とし老いたメス狼と女の子の

はなし」

◆８月の名曲コンサートは、休みです

◆みんなおいでよ
（毎月第４日曜日　午前10時30分～）
７月23日（日）　�紙芝居や大型絵本の読み聞

かせなど

◆ギャラリー
７月19日（水）～８月６日（日）
友部絵てがみの会（絵てがみ展）
８月８日（火）～８月27日（日）
野鳥の会（写真展ほか）

問合せ　　笠間図書館　☎ 0296-72-5046　友部図書館　☎ 0296-78-1200　岩間図書館　☎ 0299-45-2082

もうすぐ夏休み　図書館へ行こう！

◆夏休みは親子で映画鑑賞！
「キャッツ＆ドッグス」
７月23日（日）　午後２時～
地球征服をたくらむ猫軍団と、その野望を
打ち砕こうとする犬たちの壮絶なバトル。出
演者は犬と猫ばかり、最後に勝つのはどっち!!

友部図書館から

◆夏休み子ども映画会
８月３日（木）午前10時～11時15分
「くまのプ－さんイ－ヨのおたんじょうび」
「ASTRO BOY･鉄腕アトム」
　�「双子の星」「おじゃる丸　ちっちゃいもの
の大きなちから」

◆小学生が１日図書館員になります
７月25日（火）～８月４日（金）までの８日間
（７月29日（土）〜 31日（月）は休み）
岩間地区の小学生が本の貸出しや返却･整
理など行います。ご協力をお願いします。
※参加申込みは終了しました。

◆�８月のおはなしのとびらは、休みです

岩間図書館から
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●    ●    ●  −Life Long Learning−

問合せ　生涯学習課（内線72233）

※Life Long Learning ＝生涯学習

生涯学習だより②生涯学習だより②

このコーナーでは、皆さんのお気に入りの作品を紹介させていただきます。絵
画･書道･俳句･短歌･写真･イラストなどの作品を募集しています。必ず住所、
氏名（ぺンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。掲載させて
いただいた人には、薄謝を進呈します。

〒 309-1792	 笠間市中央３- ２- １
	 笠間市役所市長公室秘書課　広報広聴グループ

申込み・問合せ

gallery広報
ギャラリー

矢板市･笠間市
子ども会交流会を開催
６月10日（土）、笠間市子ども会育成連合会
は、姉妹都市である栃木県矢板市に訪問し、子
ども会の交流会を開催しました。当日は、両市
合わせて約100人
の子どもたちが木
工クラフトなどを
楽しみながら、お
互いの交流を図
り、有意義な一日
を過ごしました。

楽しい木工クラフト

陶芸教室を開催

今年で６回目を迎える｢全国こども陶芸展in
かさま」。市内各小中学校では、出品に向け笠
間工芸の丘などで作品作りを行いました。初
めて粘土に触れる
子どもも多く、最
初は苦労していま
したが、立派な作
品ができあがりま
した。

何ができるかな？

遠
き
日
に

　

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
出
迎
え
し

我
は
幸
福
福
祉
育
ち
て

加
藤
美
恵
子（
中
央
）

う
つ
病
と

　

戦
い
な
が
ら
の
十
四
年

勤
め
お
え
た
り
耳

じ

じ

ゅ

ん順
を
共
に

木
村　

吉
重（
鯉
淵
）
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 シリーズ●① 笠ふるさと間に生きる

会員の皆さん

私たちの活動は、自分たち
の意思で活動を行い、森林所
有者との信頼関係の中で活
動を続けており、作業の請
け負い･ノルマは存在しませ
ん。新｢笠間市｣が誕生し、私
たちもこれを一つのステッ
プとして、愛宕山が｢笠間市
の心のふるさと｣になるよう
に、これからも活動を続けて
いきたい。ぜひ、愛宕山の素
晴らしさを自分の目で確か
めに来てください。

スカイロッジ下道路の枝の間伐
作業を実施。スカイロッジから
の眺めが良くなりました。

難台山の登山道のロープ張り。
力のいる仕事です。みんな汗びっ
しょりになって行いました。

この美しい自然を守るため、そして安全に楽しく
利用してもらうために･･･。

あたご四季の会は、
個々の同好会･グループ
が行っていた愛宕山の
美化活動を一本化する
組織として設立されま
した。愛宕山を愛する市
民が一同に集い、ボラン
ティアで愛宕山の清掃･
整備活動を行っていま
す。主な活動は、愛宕山
を中心にその周辺の定
期的なごみ拾いや草刈
り、山道の補修（水路作
り･土のう積み）、森林の
枝打ち･間伐を行ってい
ます。そのほか、山野草
の植栽、案内標示板の製
作、登山道の整備、ハイ
キングコースづくりに
も参画しています。

飯
岡一儀さん（事務局長

）か

ら

愛宕山を
愛しています

代表者　大山文男（吉岡）
設　立　平成13年５月19日
会　員　30人

あたご四季の会

かさま
このコーナーでは、市民の皆さ
んが自らの活動で地域貢献して
いる団体などを紹介します。

市民力

仲間との語らい。この時間が親
ぼくを深め、疲れをいやします。
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情
報
コ
ー
ナ
ー

Information
案　

内

水
田
航
空
防
除
の
お
知
ら
せ

水
稲
の
病
害
虫
防
除
と
農
作
業

の
省
力
化
、
良
質
米
の
生
産
の
た

め
に
、
水
田
航
空
防
除
を
行
い
ま

す
。
農
薬
安
全
使
用
基
準
で
定
め

ら
れ
た
薬
剤
を
使
用
し
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
散
布
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
日
▼

■
７
月
26
日
㊌
～
30
日
㊐
／
岩
間

地
区（
無
人
ヘ
リ
）

■
８
月
２
日
㊌
／
友
部
地
区

■
８
月
２
日
㊌
～
４
日
㊎
／
笠
間

地
区

実
施
時
間
▼
午
前
５
時
〜
９
時

（
岩
間
地
区
は
正
午
ま
で
）

実
施
区
域
▼
市
内
全
域
の
水
田

※
友
部
地
区
の
矢
野
下
、南
小
泉
、

星
山
は
散
布
し
ま
せ
ん
。

※
雨
天
や
濃
霧
の
場
合
は
順
延
。

■問
県
央
南
農
業
共
済
組
合

☎
０
２
９
６（
７
２
）７
３
２
１

消
防
法
、
笠
間
市
火
災
予
防

条
例
が
改
正
さ
れ
、
６
月
１
日

よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火
災

警
報
器（
煙
を
感
知
し
、
警
報
音

を
発
す
る
煙
式
火
災
報
知
器
）の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
場
所
▼
寝
室（
就
寝
に
使
用

す
る
部
屋
）や
寝
室
の
あ
る
階
の

階
段
な
ど
の
天
井
や
壁
。

設
置
期
限
▼
新
築
住
宅
は
６
月

１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。
既

存
住
宅（
６
月
１
日
に
現
存
ま
た

は
工
事
中
の
住
宅
）は
平
成
20
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。

購
入
先
▼
消
防
設
備
取
扱
店
、ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
電
気
店
な
ど
。

※
日
本
消
防
検
定
協

会
の
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

の
表
示
を
購
入
の

目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
９
６（
７
３
）０
１
１
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
義
務
化
に
つ
い
て

「
市
民
ご
意
見
箱
」を
設
置
し

ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内
３
か
所

に「
市
民
ご
意
見
箱
」を
設
置
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
意
見

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
記
入

用
紙
は
ご
意
見
箱
近
く
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
が
、
任
意
の
様
式

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
▼
①
市
役
所
本
所
／
１

階
総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
②
笠
間

支
所
／
１
階
総
合
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
③
岩
間
支
所
／
正
面
玄
関
右

側
戸
籍
ポ
ス
ト

■問
秘
書
課（
内
線
２
２
５
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
管
理

す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で

す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度

は
、
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱

い
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
開

示
す
る
制
度
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
強
め
、

公
正
な
行
政
運
営
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
の
運
用
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

日
時
▼
８
月
27
日
㊐　

午
前
10
時

開
演

場
所
▼
友
部
公
民
館　

３
階　

大

ホ
ー
ル

■問
と
も
べ
舞
踊
連
合

☎
０
２
９
６（
７
７
）０
５
２
２

と
も
べ
舞
踊
の
会
を
開
催

し
ま
す

期
日
▼
８
月
24
日
㊍
・
25
日
㊎
の

２
日
間

場
所
▼
笠
間
市
消
防
本
部　

３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員
▼
１
０
０
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。）

テ
キ
ス
ト
代
▼
３
，５
０
０
円

受
付
場
所
▼
消
防
本
部
予
防
課
、

笠
間
消
防
署
、
友
部
消
防
署
、
岩

間
消
防
署

受
付
期
間
▼
７
月
18
日
㊋
～
８
月

４
日
㊎
ま
で

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
９
６（
７
３
）０
１
１
９

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

■問
総
務
課(
内
線
２
０
８) 

◇情報公開制度に関するもの

旧市町別 請求件数
決定の内訳

不服申立
公開 部分公開 非公開 不存在

旧笠間市 ４件 ０件 ３件 ０件 １件 ０件

旧友部町 ２件 ２件 ０件 ０件 ０件 ０件

旧岩間町 １件 ０件 ０件 １件 ０件 ０件

◇個人情報保護制度に関するもの
　請求件数　０件

■申は申込み先、
■問は問合せ先です。
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と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
地
方
広
域

市
町
村
圏
協
議
会

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務

に
従
事
し
て
い
た
労
働
者

の
人
へ

５
月
29
日
に
、「
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
」環
境
学
習
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
来
館
者
が
主
役

と
な
っ
て
、
ご
み
や
地
球
環
境
問

題
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
館
料
▼
無
料

休
館
日
▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

■問（
財
）茨
城
県
環
境
保
全
事
業
団

「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

☎
０
２
９
６（
７
０
）２
５
１
１

―

労
災
補
償
制
度
の
ご
案
内―

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
認
定
基
準

が
、
今
年
２
月
９
日
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
中
皮
腫
の
確
定
診
断
な
ど
が
な

さ
れ
て
い
れ
ば
、
医
学
的
所
見
は

求
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

▽
肺
が
ん
に
つ
い
て
は
、
石
綿
小

体
ま
た
は
石
綿
繊
維
が
一
定
量
以

上
認
め
ら
れ
た
も
の
は
、
石
綿
ば

く
露
作
業
が
10
年
未
満
で
も
認
定

す
る
こ
と
と
す
る
。

▽
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
業
務
上
と
認
定
す
る

た
め
の
基
準
を
示
す
。

■問
水
戸
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
９（
２
２
６
）２
２
３
７

テレフォンサービス
（☎77-9711）

７月11～20日/笠間市ガイ
ドブックから「生活環境業
務と担当課について」

７月21～31日/民話「ねず
み経」

８月１～10日/北山の四季
「北山の松の木」

７月の納税

■固定資産税
（第２期）

■国民健康保険税
（第２期）

納付期限は
７月31日（月）

涸
沼
湖
畔
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
が
行
わ
れ
ま
す

「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

環
境
学
習
施
設
が
開
館
し

ま
し
た

涸
沼
に
親
し
み
な
が
ら
、
湖
畔

の
ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
▼
７
月
29
日
㊏　

午
前
７
時

30
分
～
９
時
30
分

集
合
場
所
▼
涸
沼
自
然
公
園
駐
車

場（
茨
城
町
中
石
崎
２
２
６
３
）

清
掃
場
所
▼
Ａ
コ
ー
ス
／
親
沢
公

園
ま
で
の
往
復
６
㌔
㍍
、
Ｂ
コ
ー
ス

／
広
浦
公
園
ま
で
の
往
復
４
㌔
㍍

主
催
▼
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ひ
ぬ
ま

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■問
環
境
保
全
課（
内
線
１
２
７
）

第
28
回
東
海
ま
つ
り（
東
海
村
）

東
海
三
大
ま
つ
り
の
一
つ「
東

海
ま
つ
り
」が
、
今
年
も
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
華
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
夜

空
を
彩
る
花
火
大
会
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

☆
東
海
ま
つ
り

実
施
日
▼
８
月
５
日
㊏

会
場
▼
駅
東
大
通
り（
Ｊ
Ｒ
東
海

駅
東
口
を
出
て
す
ぐ
）

イ
ベ
ン
ト
内
容
▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
、
東
海
音
頭
・
山
車
・

み
こ
し
・
子
ど
も
み
こ
し
な
ど
の

パ
レ
ー
ド

☆
花
火
大
会

実
施
日
▼
８
月
６
日
㊐

会
場
▼
阿
漕
ヶ
浦
公
園（
国
道
２

４
５
号
沿
い
）

■問
東
海
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局

☎
０
２
９（
２
８
３
）２
１
４
１

「社会を明るくする運動」はすべての国民が、犯
罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。

『ふれあいと　対話が築く　明るい社会』
詳しくは、社会福祉課（内線157）まで

メインの地球パビリオン

７月は「社会を明るくする運動」の強調月間です

８月は経済産業省主唱の

電気使用安全月間です
電気を安全に使う⑤ つのポイント

便利で安全な電気は、生活や産業になくてはなら
ないエネルギーです。しかし、使い方をまちがえ
ると、思わぬ事故につながることもあります。
特に、夏季には電気による事故が多く発生してい
るため、８月を経済産業省主唱の「電気使用安全
月間」として、電気使用の安全運動が全国的に展
開されています。
そこで、財団法人関東電気保安協会では、皆さんに電気
を正しく安全にお使いいただけるよう「５つのポ
イント」をお知らせしています。

●①�漏電遮断器を取り付けて電気事故を防ぎま
しょう。
●②アース線はしっかり取り付けましょう。
●③タコ足配線はやめましょう。
●④プラグはときどき点検しましょう。
●⑤取扱説明書にそった使い方をしましょう。

社団法人関東電気保安協会
http://www.kdh.or.jp
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この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

秘書課（内線225）より

○�広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
○�広報かさまは市役所（本所・支所）、市内公民館・図書館な
どに置いてあります。お近くの施設でご自由にお持ちく
ださい。

人口と世帯数　6.1 現在

●人　口	 81,094人
　　　男	 39,745人
　　　女	 41,349人
●世帯数	 27,070世帯

「
天
空
の
砦と

り
で

」が
出
現
！

―

７
月
17
日（
月
）海
の
日　

正
午　

オ
ー
プ
ン―

伝
統
工
芸
と
新
し
い
造
形
美
術
を
テ
ー
マ
と

し
た
笠
間
芸
術
の
森
公
園
内
に
新
施
設「
あ
そ

び
の
杜
」が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
小
高
い
丘

や
緑
の
木
々
な
ど
の
自
然
と
陶
器
や
石
材
な
ど

の
地
場
産
材
を
生
か
し
た
複
合
遊
具
で
、
子
ど

も
た
ち
が
創
造
力
を
働
か
せ
て
自
由
に
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

真
っ
先
に
目
に
入
る
高
い「
光
の
塔
」か
ら

は
、
長
い
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
丘
の
下
ま

で
延
び
、「
雲
の
間
」や「
鳥
の
小
道
」な
ど
、
雲

や
鳥
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
遊
具

が
子
ど
も
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。

県
陶
芸
美
術
館
や
笠
間
工
芸
の
丘
な
ど
の
施

設
と
合
わ
せ
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

◆
開
園
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
休
園
日　

12
月
31
日
・
１
月
１
日

◆
入
場
料　

無
料

※
た
だ
し
、
陶
炎
祭
や
匠
の
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
期
間
中
は
駐
車
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
４
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
に
は
、
必
ず
保
護
者

が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

都
市
計
画
課（
内
線
５
８
７
）

かさま探訪

笠間芸術の森公園「あそびの杜
もり

」（笠間市笠間2345）

市内の施設や観光スポットを紹介します3

ローラースライダー

焼き物のメモリアルウォール

（東駐車場付近）
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